
関
と
お
る
県
議
の
必
勝

を
め
ざ
す
日
本
共
産
党
演

説
会
が

日
、
東
京
第
一

19

ホ
テ
ル
鶴
岡
で
開
か
れ
、

約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

村
上
加
茂
水
族
館
名

誉
館
長
が
激
励

皆
川
治
鶴
岡
市
長
の
代

理
と
し
て
、
後
援
会
長
の

村
上
龍
男
加
茂
水
族
館
名

誉
館
長
が
来
賓
挨
拶
。

小
竹
輝
弥
元
県
議
や
関

幸
助
元
市
議
の
時
代
か

ら
、
影
な
が
ら
応
援
し
て

き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

り
、
「
政
治
を
し
っ
か
り

と
た
だ
す
た
め
、
な
ん
と

し
て
も
県
政
で
働
い
て
ほ

し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

各
界
か
ら

激
励
が
寄
せ

ら
れ
、
鶴
岡

民
商
事
務
局

長
の
山
田
美

加
氏
は
、「
業

者
の
切
実
な

声
を
聞
き
、

一
緒
に
事
業

復
活
支
援
金

の
支
給
を
実

現
し
た
。
コ

ロ
ナ
で
苦
し

む
業
者
に
消

費
税
は
重
く

の
し
か
か
っ

て
い
る
。
統

一
選
で
日
本

共
産
党
の
躍

進
を
」
と
話
し
ま
し
た
。

庄
内
農
民
連
会
長
の
小

林
隆
範
氏
は
、
「
西
目
の

土
砂
災
害
で
は
相
談
に
乗

っ
て
も
ら
い
心
強
か
っ

た
。
肥
料
価
格
高
騰
に
は

県
独
自
の
支
援
が
あ
り
助

か
っ
た
。
子
育
て
の
願
い

を
県
政
に
届
け
て
欲
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
外
来
師
長
の
梅

津
恵
氏
は
、
「
看
護
師
不

足
が
深
刻
だ
。
関
さ
ん
が

公
約
し
た
荘
内
看
護
専
門

学
校
の
定
員
拡
大
が
実
現

し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

り
、職
員
の
負
担
が
増
し
、

ぜ
ひ
看
護
師
の
処
遇
改
善

を
実
現
し
て
欲
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
２
議
席

で「
自
民
党
県
政
に
戻

す
な
」
の
声
を

関
と
お
る
県
議
は
、「
特

に
こ
の
４
年
間
、
物
価
高

騰
と
新
型
コ
ロ
ナ
に
苦
し

む
人
の
声
を
県
政
に
届
け

て
実
現
し
て
き
た
。

平
和
と
く
ら
し
を
踏
み

に
じ
る
岸
田
政
権
の
大
軍

拡
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

笠
井
亮
衆
議
院
議
員

は
、
「
全
国
で
唯
一
、
全

国
一
律
最
賃
ア
ッ
プ
を
国

に
求
め
た
の
が
山
形
県
。

関
と
お
る
さ
ん
と
石
川

渉
さ
ん
の
２
議
席
確
保
で

自
民
党
県
政
に
戻
す
な
の

声
を
大
き
く
広
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

岸
田
政
権
が
進
め
る
軍

事
費
２
倍
化
に
つ
い
て
、

「
来
年
度
予
算
で
軍
事
費

は
１
兆
４
千
億
円
増
の
一

方
で
、
中
小
企
業
や
農
業

予
算
は
減
ら
さ
れ
た
。

３
千
㌔
射
程
の
ミ
サ
イ

ル
を
導
入
す
れ
ば
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
ま
で
範
囲
が
及

び
、
か
つ
て
の
大
東
亜
共

栄
圏
の
範
囲
と
重
な
る
。

自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
の

先
制
攻
撃
に
加
わ
り
、
先

制
攻
撃
は
国
連
憲
章
に
違

反
し
、
反
撃
に
遭
え
ば
国

土
が
焦
土
と
化
す
。

年
間
５
兆
円
あ
れ
ば
、

医
療
費
窓
口
負
担
の
無
料

化
が
出
来
る
」
と
訴
え
、

「
憲
法
９
条
が
あ
る
日
本

は
、
外
交
の
努
力
で
ア
ジ

ア
の
平
和
を
作
る
先
頭

に
」
と
訴
え
ま
し
た
。

人
が
募
金
を
、

人

96

30

が
感
想
を
寄
せ
ま
し
た
。
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問

令
和
５
年
度
の
産
地

交
付
金
の
見
直
し
が
示
さ

れ
た
。

園
芸
作
物
助
成
な
ど
、

昨
年
度
を
下
回
る
単
価
に

農
家
か
ら
落
胆
や
戸
惑
い

の
声
が
あ
り
、
影
響
が
心

配
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長

国
で
は

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
麦

・
大
豆
へ
の
支
援
に
力
を

入
れ
、「
戦
略
作
物
助
成
」

を
優
先
し
、
国
か
ら
の
産

地
交
付
金
減
額
が
予
想
さ

れ
る
。

前
年
度
比
で
約
３
千
万

円
減
の
３
億
７
千
万
円
と

な
る
。

使
途
を
検
討
し
、
全
て

の
品
目
を
減
額
せ
ざ
る
得

な
い
中
で
、
枝
豆
や
大
豆

団
地
化
な
ど
は
減
額
幅
を

小
さ
く
し
た
。

今
後
も
産
地
交
付
金
の

減
少
が
予
想
さ
れ
、
高
収

益
作
物
な
ど
を
支
援
す
る

国
の
制
度
を
最
大
限
活
用

し
、
所
得
確
保
と
生
産
振

興
を
図
る
。

問

中
山
間
地
域
直
接
支

払
の
「
集
落
機
能
強
化
加

算
」
を
、
有
効
活
用
す
る

取
組
み
は
ど
う
か
。

行
政
の
推
進
体
制
や
、

情
報
発
信
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長

「
集
落

機
能
強
化
加
算
」
は
、
朝

日
・
大
針
下
集
落
な
ど
で

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
高
齢
者
世
帯
の
雪
降

ろ
し
や
、
温
海
・
関
川
集

落
で
の
薪
ス
ト
ー
ブ
へ
の

薪
配
布
、
朝
日
・
倉
沢
、

上
田
沢
集
落
で
の
収
穫
感

謝
祭
な
ど
、
地
区
内
の
連

帯
意
識
強
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
共

産
党
市
議
団
の
菅
井
巌
市
議
は
、
①
農
業
政
策
、
②
生

活
保
護
利
用
者
の
課
題
、
③
五
中
学
区
で
の
地
域
拠
点

体
育
館
の
整
備
推
進
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

集
落
機
能
強
化
加
算
の
有
効
活
用
は

関とおる県議笠井亮衆院議員



土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月16日入札分

・南町荒町大宝寺町線道路改良工事（債務負担行為）（宝町地内）（入
札5業者うち1業者欠席）
（株）菅興業 4,810,000円（抽選）（4,920,000円）工期～6/30（落札率97.76％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
3月13日入札分

・十王堂橋径75粍橋梁添架管更新工事（三瀬地内）（入札3業者）
松田工業（株） 4,200,000円（4,240,000円）工期～6/30（落札率99.06％）
・谷定地内径150粍配水管更新工事（谷定地内）（入札7業者）
青山工管（株） 33,600,000円（34,330,000円）工期～9/29（落札率97.87％）

と
の
協
議
な
ど
も
含

め
、
整
備
計
画
を
考

え
る
必
要
が
あ
る

が
。

教
育
部
長

第
五
中

の
学
校
体
育
施
設

は
、
大
山
小
と
第
五

中
の
利
用
が
特
に
多

く
、
利
用
調
整
の
事

務
が
大
変
と
認
識
し

て
い
る
。

特
に
第
五
中
は
、

既
存
の
利
用
団
体
だ

け
で
予
約
枠
が
埋
ま

っ
て
し
ま
い
、
新
た

に
始
ま
る
部
活
動
の

地
域
移
行
で
、
受
け

入
れ
が
難
し
く
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。

問

第
五
中
学
区
の
４
地

区
自
治
会
と
体
育
協
会
等

の
連
名
で
、
１
月
に
市
に

質
問
書
を
提
出
し
、
回
答

が
さ
れ
て
い
る
。

地
域
拠
点
体
育
館
が
未

整
備
の
第
五
中
学
校
区
の

検
討
経
過
と
、
整
備
要
望

へ
の
認
識
、
今
後
の
対
応

は
ど
う
か
。

教
育
部
長

平
成

年
度

12

か
ら
継
続
し
て
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、
平
成

年
度

26

か
ら
は
屋
内
球
技
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
活
動
で
き
る
総

合
型
体
育
館
整
備
に
つ
い

て
要
望
さ
れ
て
い
る
。

平
成

年
の
市
ス
ポ
ー

31

ツ
推
進
計
画
・
後
期
改
定

計
画
に
お
い
て
、
地
域
拠

点
体
育
館
が
未
整
備
の
第

五
中
学
区
へ
の
整
備
促
進

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

質
問
書
へ
の
回
答
と
し

て
、
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ

が
整
備
さ
れ
、
令
和
６
年

度
に
大
山
コ
ミ
セ
ン
に
大

ホ
ー
ル
を
整
備
予
定
で
あ

り
、
令
和
６
年
度
か
ら
の

次
期
計
画
に
は
、
状
況
を

検
証
し
、
地
域
拠
点
体
育

今
後
の
利
用
状
況
に
配

慮
し
な
が
ら
、
生
徒
の
部

活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
、
地
域
移
行
で
の

施
設
利
用
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問

地
域
で
要
望
し
て
い

る
候
補
地
と
し
て
、
旧
鶴

岡
西
高
跡
地
が
あ
る
。

閉
校
後
の
県
か
ら
の
取

得
経
過
と
、
建
物
の
取
り

壊
し
費
用
、
市
の
跡
地
利

用
の
目
的
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

教
育
部
長

平
成
７
年
度

に
大
山
自
治
会
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
施
設

と
し
て
、
校
舎
利
用
に
関

す
る
要
望
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
。

西
高
閉
校
後
、
校
舎
一

部
を
残
し
、
県
が
解
体
を

行
い
、
平
成

年
に
市
は

11

土
地
を
交
換
等
に
よ
り
県

か
ら
取
得
し
、
建
物
は
無

償
で
取
得
し
た
。

そ
の
後
、
大
山
地
区
の

生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
利

用
す
る
た
め
、
平
成

年
15

度
ま
で
、
市
が
自
治
会
に

無
償
貸
し
付
け
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

館
整
備
の
方
向
性
を
示
し

て
ゆ
く
と
し
て
い
る
。

問

学
校
開
放
利
用
で

は
、
中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
移
行
で
、
保
護
者
な

ど
関
係
者
が
場
所
の
確
保

に
奔
走
し
、
利
用
調
整
が

困
難
に
な
れ
ば
、
練
習
や

競
技
へ
の
制
約
に
つ
な
が

る
と
の
声
も
聞
く
。

既
存
の
団
体
や
ク
ラ
ブ

五
中
学
区
の
地
域
拠
点
体
育
館
整
備
は

は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

屋
根
が

一
部
崩
落
し
て
い
る
な

ど
、
住
宅
劣
化
の
激
し
い

場
合
は
、
市
営
住
宅
等
へ

の
転
居
指
導
を
基
本
と
し

て
い
る
。

令
和
４
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
２
件
あ
り
、
雪
害
で

一
部
倒
壊
し
た
家
屋
と
、

保
護
開
始
時
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
不
備
が
あ
る
住
居

に
住
ん
で
い
た
事
例
だ
。

市
営
住
宅
の
条
例
改
正

で
、
単
身
で
も
入
居
可
能

と
な
り
、
転
居
指
導
の
検

討
の
幅
が
増
え
、
対
応
し

や
す
く
な
る
。

だ
け
で
な
く
、
修
理
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
随
時

相
談
を
受
け
付
け
、
状
況

を
確
認
し
、
定
め
ら
れ
た

範
囲
内
で
支
給
し
て
い

る
。住

宅
維
持
費
の
基
準
は

１
年
間
の
上
限
で
あ
り
、

毎
年
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

実
績
は
、
令
和
３
年
度

は

件
で
、
水
栓
・
給
湯

45
・
配
管
・
漏
水
対
策
、
外

壁
、
屋
根
修
理
、
雪
囲
い

や
屋
根
雪
降
ろ
し
な
ど
で

あ
る
。

問

住
環
境
の
維
持
が
不

可
能
な
場
合
、
転
居
の
相

談
、
市
営
住
宅
で
の
対
応

問

生
活
保
護
利
用
者
の

実
態
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
体
制
と
利
用

世
帯
数
は
ど
う
か
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
一
人

当
た
り
の
受
け
持
ち
数

と
、
訪
問
状
況
や
、
利
用

者
の
生
活
実
態
の
聴
き
取

り
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

１
月
末

現
在
で
の
生
活
保
護
世
帯

数
は
１
１
３
５
世
帯
で
、

高
齢
者
世
帯
が
６
２
４

（
約

％
）
、
母
子
世
帯

55
（
約
２
％
）
、
障
害
者

24世
帯
が
１
５
５
（
約
13

％
）
、
傷
病
者
世
帯
１
７

０
（
約

％
）
、
そ
の
他

15

世
帯
１
６
２
（
約

％
）

14

と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
13

人
で
、
一
人
当
た
り
の
平

均
は

世
帯
で
あ
る
。

87
保
護
開
始
理
由
と
し
て

は
、
高
齢
者
の
預
貯
金
の

減
少
に
よ
る
も
の
が
多

い
。生

活
実
態
把
握
の
訪
問

は
、
３
ケ
月
に
１
回
程
度

で
あ
る
。

最
近
は
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

世
帯
か
ら
生
活
費
の
窮
状

の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

問

生
活
保
護
利
用
者
の

住
宅
環
境
の
劣
化
に
対
す

る
相
談
指
導
は
ど
う
か
。

住
宅
維
持
費
と
し
て
、

年
額

万
４
千
円
以
内
と

12

し
た
基
準
で
、
支
給
が
可

能
と
認
識
し
て
い
る
が
、

対
応
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

訪
問
時

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
体
制
は

（
１
面
の
つ
づ
き
）

中
山
間
地
の
課
題
は
、

高
齢
者
福
祉
や
交
通
弱

者
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
多
様
で
、
行
政
の
分

野
横
断
的
な
体
制
支
援
が

重
要
と
考
え
る
。

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
共

通
し
た
課
題
で
、
国
の
サ

ポ
ー
ト
人
材
育
成
の
「
農

村
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成

講
座
」
を
受
講
し
た
市
職

員
を
中
心
に
、
調
査
研
究

に
取
組
む
。

地
域
づ
く
り
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
励

み
や
や
る
気
に
つ
な
が

り
、
先
進
事
例
も
参
考
に

情
報
発
信
の
強
化
に
努
め

た
い
。

問

市
内
で
、
「
野
生
イ

ノ
シ
シ
の
豚
熱
」
確
認
が

例
報
告
さ
れ
て
い
る
。

12
県
内
で
は
１
月
に
、
南

陽
市
で
イ
ノ
シ
シ
が
市
街

に
出
没
し
て
人
が
負
傷
し

た
事
例
も
あ
り
、
市
民
の

安
全
が
心
配
だ
。

被
害
情
報
や
、
出
没
経

過
、
駆
除
捕
獲
数
、
出
没

情
報
の
発
信
・
提
供
は
ど

う
か
。

農
林
水
産
部
長

本
市
で

は
、
平
成

年
に
羽
黒
と

28

朝
日
、
温
海
で
農
作
物
被

害
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、

出
没
範
囲
が
拡
大
し
て
い

る
。現

在
は
、
市
内
各
地
の

山
林
に
近
い
農
地
な
ど

で
、
被
害
や
出
没
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

捕
獲
頭
数
は
、
令
和
元

年
度
が
８
頭
、
２
年
度
が

頭
、
３
年
度
が

頭
、

45

33

４
年
度
（
１
月
末
）
は
54

頭
と
、
年
度
ご
と
捕
獲
は

拡
大
傾
向
に
あ
る
。

猟
友
会
と
連
携
し
、
活

動
を
強
化
し
て
ゆ
く
。

出
没
情
報
の
発
信
に
つ

い
て
は
、
他
市
の
状
況
も

参
考
に
し
て
検
討
し
た

い
。


